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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年9月29日(2011.9.29)

【公表番号】特表2010-535926(P2010-535926A)
【公表日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2010-520570(P2010-520570)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  69/00     (2006.01)
   Ｄ０１Ｆ   6/92     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  69/00    　　　　
   Ｄ０１Ｆ   6/92    ３０７Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月10日(2011.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）３０～９８質量％の少なくとも１の熱可塑性芳香族ポリエステル、
　Ｂ）０．０１～１５質量％の
　　　Ｂ１）少なくとも１の高分岐もしくはハイパーブランチポリカーボネート、または
　　　Ｂ２）少なくとも１の高分岐もしくはハイパーブランチポリエステル、
またはこれらの混合物、
　Ｃ）１～２０質量％の、
　ｃａ１）成分ａ１）およびａ２）の全質量に対して、４０～６０質量％の、少なくとも
１のコハク酸、アジピン酸、またはセバシン酸、またはこれらのエステル形成誘導体、ま
たはこれらの混合物、
　ｃａ２）成分ａ１）およびａ２）の全質量に対して、４０～６０質量％のテレフタル酸
またはこれらのエステル形成誘導体、またはこれらの混合物、
　ｃｂ）ジオール成分として、成分ａ１）およびａ２）に対して１００モル％の１，４－
ブタンジオールまたは１，３－プロパンジオールまたはこれらの混合物、
　ｃｄ１）分岐形成剤として、０～１質量％の、エステルを形成することができる基を少
なくとも３つ有する化合物、
　ｃｄ２）鎖長延長剤として、０～２質量％のジイソシアネート
からなるポリエステル、
　Ｄ）０～６０質量％の他の添加剤
を含有し、成分Ａ）～Ｄ）の質量百分率の合計が１００％である、ポリエステル混合物。
【請求項２】
　Ａ）９０～９７質量％のポリブチレンテレフタレート、
　Ｂ）０．１～１質量％の
　　　Ｂ１）１～６００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリカーボネートのＯＨ価（ＤＩＮ５３２４０
、パート２による）を有する、少なくとも１の高分岐もしくはハイパーブランチポリカー
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ボネート、または
　　　Ｂ２）ＡxＢyタイプであって、ｘが少なくとも１．１であり、かつｙが少なくとも
２．１である、少なくとも１の高分岐もしくはハイパーブランチポリエステル、
またはこれらの混合物、
　Ｃ）１～１５質量％の、
　ｃａ１）成分ａ１）およびａ２）の全質量に対して、４０～６０質量％の、少なくとも
１のコハク酸、アジピン酸、またはセバシン酸、またはこれらのエステル形成誘導体、ま
たはこれらの混合物、
　ｃａ２）成分ａ１）およびａ２）の全質量に対して、４０～６０質量％のテレフタル酸
またはこれらのエステル形成誘導体、またはこれらの混合物、
　ｃｂ３）ジオール成分として、成分ａ１）およびａ２）に対して１００モル％の１，４
－ブタンジオールまたは１，３－プロパンジオールまたはこれらの混合物、
　ｃｄ１）分岐形成剤として、０～１質量％の、エステルを形成することができる基を少
なくとも３つ有する化合物、
　ｃｄ２）鎖長延長剤として、０～２質量％のジイソシアネート
からなるポリエステル、
　Ｄ）０～４０質量％の他の添加剤
を含有し、成分Ａ）～Ｄ）の質量百分率の合計が１００％である、請求項１記載のポリエ
ステル混合物。
【請求項３】
　成分Ｂ１）が、１００～１５０００ｇ／モルの数平均分子量Ｍn、－８０℃～１４０℃
のガラス転移温度Ｔg、および２３℃で５０～２０００００の粘度（ｍＰａｓ、ＤＩＮ５
３０１９による）を有する、請求項１または２記載のポリエステル混合物。
【請求項４】
　成分Ｂ２）が、３００～３００００ｇ／モルの数平均分子量Ｍn、－５０℃～１４０℃
のガラス転移温度Ｔg、０～６００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇポリエステルのＯＨ価（ＤＩＮ５３
２４０による）、および０～６００ｇ　ＫＯＨ／ｇポリエステルのＣＯＯＨ価（ＤＩＮ５
３２４０による）を有する、請求項１または２記載のポリエステル混合物。
【請求項５】
　成分Ｂ１）：Ｂ２）の比が、１：２０～２０：１である、請求項１から４までのいずれ
か１項記載のポリエステル混合物。
【請求項６】
　成分Ｄ１）として、２～８個の炭素原子を有するα－オレフィンをベースとする単一成
分もしくは多成分のコポリマー、ＭＢＳゴム、アクリレートゴム、ＴＰＵ（熱可塑性ポリ
ウレタン）、およびＴＰＥＥ（熱可塑性ポリエステルエラストマー）からなる群から選択
される耐衝撃性改善剤を１～１５質量％含有する、請求項１から５までのいずれか１項記
載のポリエステル混合物。
【請求項７】
　成分Ｄ２）として、ガラス繊維を１０～４０質量％含有する、請求項１から６までのい
ずれか１項記載のポリエステル混合物。
【請求項８】
　任意の種類の繊維、シートおよび成形体を製造するための請求項１から７までのいずれ
か１項記載のポリエステル混合物の使用。
【請求項９】
　請求項１から７までのいずれか１項記載のポリエステル混合物から得られる任意の種類
の繊維、シートおよび成形体。
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